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５条 2.2.2-47 

 

ｄ．構内排水路からの流入について 

 設計基準対象施設の津波防護対象設備（津波防護対象施設，浸水防止

設備，津波監視設備及び非常用取水設備を除く。）の設置された敷地に繋

がる構内排水路は，以下に示す 7 経路がある。 

 構内排水路は，合計 10 箇所存在する。放水ピットから放水路を経由し

放水口に排水する排水路が 1 箇所，また，防潮堤の地下部を通り海域に

排水する排水路は,敷地側面北側に 2 箇所，敷地前面東側に 7 箇所存在

する。 

 なお，経路１については，「ｃ．放水路からの上部開口部 (c) その他

の接続配管 ⅰ)その他の配管（構内排水路排水管）」において示した経

路である。 

・経路１：原子炉建屋周辺及び T.P.＋8m の敷地からの雨水排水につい

て，放水ピットから放水路を経て放水口より海域に至る経

路 

・経路２：防潮堤内の雨水排水について，敷地側面北側防潮堤の地下

部を通り防潮堤外陸域に至る経路 

    ・経路３：敷地の西側 T.P.＋23m 及び T.P.＋25m の敷地からの雨水排

水について，敷地前面東側防潮堤の地下部を通り海域（放

水路南側）に至る経路 

    ・経路４：敷地東側 T.P.＋4.5m 敷地からの雨水排水について，敷地前

面東側防潮堤の地下部を通り海域（取水口北側）に至る経

路 

    ・経路５：海水ポンプ室周辺 T.P.＋3m の敷地からの雨水排水につい

て，敷地前面東側防潮堤の地下部を通り海域（取水口脇）

に至る経路 
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５条 2.2.2-48 

 

    ・経路６：敷地東側の T.P.＋8m の敷地からの雨水排水について，敷地

前面東側防潮堤の地下部を通り海域（取水口南側）に至る

経路 

    ・経路７：東海発電所（廃止措置中）T.P.＋8m の敷地からの雨水排水

について，敷地前面東側防潮堤の地下部を通り海域（東海

発電所放水口北側）に至る経路 

なお，東海発電所からの雨水排水及び廃止措置工事に伴う

排水（解体撤去作業に伴う廃液，洗濯廃液）については，

経路７を通過し東海発電所の放水路の既設接続箇所に接

続し排水する。 

 

 以上の経路から津波が流入する可能性がある。 

経路１は放水ピットから放水路を経由し放水口に排水する排水路が該

当する。放水口からの流入津波が放水ピットを経由し，敷地に流入する

可能性があることから，放水路に対して放水路ゲートを設置する。 

経路２から経路７は，防潮堤の地下部を通り海域に排水する排水路が

該当する。これに対して，防潮堤前面における入力津波高さは，敷地前

面東側では T.P.＋17.9m，敷地側面北側では T.P.＋15.4m であるため，

構内排水路からの流入津波が集水枡を経由し，敷地に流入する可能性が

あることから，構内排水路に対して逆流防止設備を設置する。 

以上の対策により，敷地に津波が流入することはない。また，上記の

浸水防止対策の実施により，特定した流入経路である構内排水路からの

津波の流入防止が可能であることを確認した。第 2.2-8 表に構内排水路

からの津波の流入評価結果を示す。 
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５条 2.2.2-49 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.2-41 図 構内排水路（防潮堤横断部）配置図 

 

 

 

 

 

 

 

第 2.2-42 図 構内排水路逆流防止設備構造図 

防潮堤

取水口 

放水口 

 

経路① 

経路② 

経路③

経路④

経路⑤

経路⑥

経路⑦

スキンプレート 

主桁 
補助桁 

スキンプレート 

補助桁 

戸当たり 

水密ゴム 
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５条 2.2.2-50 

 

第 2.2-8 表 構内排水路からの流入評価結果 

系統 流入経路 

入力津波 

高さ 

(T.P.＋m) 

状  況 評価 

構内排水路 

構内排水路 

（放水ピット） 

経路① 

― 

「ｃ．放水路からの流入経路

について」にて述べたとお

り，放水路に対し，放水路ゲ

ートを設置する。 

構内排水路

から津波は

流入しな

い。 

構内排水路 
構内排水路（北側） 

経路② 
15.4 

当該経路から津波が流入す

る可能性があるため，構内排

水路に対し，逆流防止設備を

設置する。 

構内排水路

から津波は

流入しな

い。 

構内排水路 
構内排水路（東側） 

経路③～⑦ 
17.9 

当該経路から津波が流入す

る可能性があるため，構内排

水路に対し，逆流防止設備を

設置する。 

構内排水路

から津波は

流入しな

い。 
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５条 2.2.2-53 

 

(b) 東海発電所取水路及び放水路 

 東海発電所 取水路・放水路は，鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の南

東部を横断する。第 2.2-45 図に東海発電所 取水路・放水路と防潮壁

の横断部位置図を示す。 

東海発電所の取水路・放水路は，廃止措置工事に伴う排水（解体撤

去作業に伴う廃液，洗濯廃液）に必要な希釈取水機能及び希釈放水機

能に影響が生じないよう，希釈水の取水箇所及び排水の排出箇所の上

流側の取水路と放水路をコンクリート等により埋戻しを行うことによ

り，東海発電所の廃止措置の運用に影響を及ぼさない設計とする。第

2.2-46 図に東海発電所防潮堤横断部の周辺設備，第 2.2-47 図に防潮

壁横断部の取水路・放水路の埋戻しイメージ図を示す。 

 

           

 

 

 

 

 

  

 

 

第 2.2-45 図 東海発電所 取水路・放水路横断部位置図 

 

 

 

横断部位置 

東海発電所放水路 

東海発電所取水路 
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５条 2.2.2-54 

 

 

 

第 2.2-47 図 防潮壁横断部の取水路・放水路埋戻しイメージ図 

東海発電所放水路

東海発電所取水路

防潮堤横断部

第 2.2-46 図 東海発電所防潮堤横断部の周辺設備 

東海発電所からの排水は防
潮堤を横断する構内排水路

（経路７）より排水する 

希釈水ポンプ設置位置 
配管ルート 

防潮堤 

コンクリート等による埋戻し 
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５条 添付２４－1 

添付資料２４ 

 

 

 

 

鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の設計方針について 
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５条 添付２４－2 
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５条 添付２４－60 

15) 東海発電所の取水路・放水路と防潮壁の横断部の設定方針 

東海発電所 取水路・放水路は，鋼管杭鉄筋コンクリート

防潮壁の南東部を横断する。第 1-41 図に東海発電所 取水

路・放水路と防潮壁の横断位置図を示す。 

東海発電所の取水路・放水路は，廃止措置工事に伴う排

水（解体撤去作業に伴う廃液，洗濯廃液）に必要な希釈取

水機能及び希釈放水機能に影響が生じないよう，希釈水の

取水箇所及び排水の排出箇所の上流側の取水路と放水路を

コンクリート等により埋戻しを行うことにより，東海発電

所の廃止措置の運用に影響を及ぼさない設計とする。防潮

壁横断部の取水路・放水路の埋戻しイメージ図を第 1-42 図

に示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1-41 図 東海発電所 取水路・放水路横断部位置図 

 

横断部位置  

東海発電所放水路

東海発電所取水路  
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５条 添付２４－61 

 

 

第 1-42 図 防潮壁横断部の取水路・放水路埋戻しイメージ図 

 

 

  

コンクリート等による埋戻し 
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